
ロープの技術用語
インパクトフォース(衝撃荷重)：墜落の際、ロープは伸びることによって
ショックを吸収し、クライマーやビレイヤー、プロテクションに加わる衝
撃をやわらげます。インパクトフォースの小さなロープは墜落のショック
をたくさん吸収するので、ビレイヤーは容易に墜落を止めることができます。
しかし、インパクトフォースが小さすぎるとロープの伸びが大きくなり、墜
落の際レッジや地面にたたきつけられる恐れがあります。
エロンゲーション(伸び率)：80kgの静荷重でどのくらいロープが伸びるか
を表しています。エロンゲーションの低いロープは伸びが小さいことを示
しています。従ってユマーリングをしたりトライ中のルートで長時間ぶら
下がったりすることが多い場合には、伸びの小さなロープを選ぶとよいで
しょう。基本的にエロンゲーションは加重したときにどのくらいロープが
伸びるかを示していますが、濡れた場合は同じ荷重でも伸び率はとても大
きくなります。
UIAA/CEN耐落下回数：UIAAの規格に適合するためには、UIAAの定め
た落下試験においてシングルロープとハーフロープの場合最低5回の落下
に耐えなくてはなりません。落下試験では長さ2.8mのロープを用い10
㎜のエッジにあてて、シングルの場合80kg、ハーフの場合55kgのおも
りを5m落下させます。
シーススリップエイジ(外被のずれ)：ロープの外被と芯がどのくらいずれる
かを表します。外被と芯のずれはロープが完全に濡れてしまった場合によ
く起こりますが、ユマーリングや懸垂下降をひんぱんに行う場合は、この
数値の低いロープを選ぶとよいでしょう。UIAAの規格に適合するために
は、長さ1.9mのロープで2％以下のずれでなければなりません。

ロープの構造
ロープは外被と芯の2つの重要な部分で構成されています。芯が墜落の

ショックを吸収する役割を果たします。全てのクライミングロープはナイ
ロン繊維で作られていて、熱処理を施すことによりナイロン繊維に弾力性
とその復元力を持たせることができます。この熱処理は繊維を縮ませ、伸
びることによって墜落のエネルギーを吸収する性能を作る上でとても重要
な工程です。ロープの芯は捻られた繊維の束で構成されていて、直径の大
きなロープほどたくさんの束で構成されています。これらの束はSツイス
トとZツイストとよばれる、反対方向に捻られた2種類の束の組み合わせ
になっていて、1つの芯の中でのSツイストとZツイストの数は同じです。
外被は芯を保護する役割を果たします。外被はテンションをかけた状態

で芯の周りに編まれ(芯にもテンションをかけた状態)、その編みのパターン
にはいろいろなバリエーションがあります。2オーバー2(2本のより糸と
2本のより糸とを互い違いに編んでいく方法)や、1アンダー2が代表的な
編み方です。編み方や、より糸の数と外被の厚さ、そして編むときのテン
ションの強さによってそのロープの耐摩耗性能や操作性の善し悪しが決定
されます。

新品のロープのほどき方
新品のロープは巻きぐせがついているので、そのままほどこうとするとキ

ンク(ねじれ)がひどく絡まってしまいます。ロープを購入した場合、クライ
ミングに出かける前に必ず部屋の中でロープをほどいてまき直してくださ
い。片方の手でコイル状に巻かれたロープを持ってください。もう一方の手
で末端から徐々にコイルをほどいて床に落としてください。落としたロー
プは絡まないように上から順に溜めておいてください。コイルをほどき終
わったら、床に溜まったロープの一番上の末端を片方の手で持ち、もう一方
の手で軽く拳を作り、その中にロープを通すことによってキンクを取り、
再度ロープを床に溜めてください。キンクがなくなるまでこの作業を何度
か繰り返してください。使い始めの頃の何回かはキンクしがちです。その
場合は上述の作業を行ってください。

ロープの巻き方
ロープバッグを使用しないのであれば巻いて携行する必要がありますが、

でたらめに巻くと次にロープをほどくときに絡まって"ロープサラダ"と呼
ばれる状態になってしまいます。これを避けるために、クライミングが終
わったらロープを正しく巻く時間を取ってください。
クライミングロープの巻き方にはバックパッカーズコイルとマウンテニ

ヤーズコイルという2つの方法があります(裏面参照)。
バックパッカーズコイルはロープを片手で持ち、左右に振り分けるよう

に巻く方法で、巻き終わった両末端をパックのショルダーベルトのように
して背負うことができることから、この名称で呼ばれています。
マウンテニヤーズコイルは首から胸にかけて上半身にロープをまとうよ

うに巻き付ける方法で、頭の後ろを通すときに気を付けないと巻きぐせが
ついてキンクしやすくなります。バックパッカーズコイルの方が簡単でキ
ンクしにくい巻き方です。

バックパッカーズコイル

マウンテニヤーズコイル

ベアールロープ 取り扱い説明書
※本製品をご使用になる前に、必ずこの取り扱い説明書をお読みください。
※この取扱説明書はなくさないように保管してください。

岩場での正しいロープの扱い方
ルートを登る毎に可能なかぎりハーネスに結ぶロープの末端を入れ替え

てください。ロープの同じ側だけが傷むことを防ぎ、寿命を伸ばすことが
できます。このことは墜落回数の多いスポーツクライミングで特に重要です。
墜落を何度も繰り返すうちにロープの芯の繊維が伸びてショック吸収力

が低下し、インパクトフォースが大きくなりますので、墜落した後はクライ
マーの体と同様にロープも休ませて、ショック吸収力を回復させてください。
ロープはきれいに保ってください。泥はロープの繊維内に入り込んで傷

つけます。ロープを踏むと泥をロープ繊維内に擦り込んでしまうことにな
りますので、決して踏まないでください。自分だけでなく他の人にも踏ま
れないように気を配ってください。岩壁や氷壁の下では落石や落氷によっ
てロープが傷つかないように、ロープは巻いた状態で岩陰などに置いてく
ださい。

ロープバッグ
泥はロープにとってトラブルの原因となります。泥はロープの芯に入り

込んで繊維をすぐに傷つけてしまいます。ロープバッグを使用すればロー
プに入り込む泥の量を抑えることができます。またロープバッグを使用す
れば、ロープを巻いたりほどいたりという手間をなくすこともできます。
スポーツクライミングのエリアでは、ロープバッグがあればロープを巻く
ことなく、すぐに別のルートに移動できます。またマルチピッチのルート
では、ロープをロープバッグにいれてビレイ点に吊るしておけば、スムー
ズにロープを繰り出すことができます。
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 警　告

本製品はロッククライミングと登山専用に設計されていますのでその他
の目的には使用できません。ロッククライミングと登山は危険を伴う行
為です。その行為中の行動と判断は本人の責任において行ってください。
使用する道具の性能と限界を熟知しておいてください。全てのクライ
マーが適切な指導を受けることをおすすめします。本製品を破棄する場
合は再使用されないような処理を行ってください。この警告を守らな
かった場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

ロープの洗い方
汚れたロープは大きなたらいなどに入れて、中性の洗濯石けんを使用し

冷水で洗ってください。洗い終わったらよくすすぎ清潔な床の上や洗濯紐
にかけて日陰で自然乾燥させてください。洗濯機の使用はロープを傷めま
すので避けてください。

ロープを長持ちさせる秘訣
ロープを傷める三大要因は紫外線、酸、そして酷使です。

◆車のバックウィンドウのそばなど、直射日光の当たる場所にロープを放
置しないでください。

◆バッテリー液などの酸はナイロンを劣化させます。バッテリー液に直接
触れなくとも、その蒸発気も繊維を傷めます。酸による劣化は目に見え
る症状がありませんので、最も注意してください。

◆ロープ使用後には、ひどいけばだちや極端に柔らかい部分、芯が見えて
いる部分がないかをロープ全体にわたって必ずチェックしてください。

◆鋭角な岩角にロープが当たらないようにしてください。
◆スポーツクライミングではルートの終了点からロワーダウン(ビレイヤー
に吊り下ろしてもらうこと)するのが普通ですが、このロワーダウンは最
もロープを摩耗させる行為です。もし可能ならば、ロワーダウンではな
く懸垂下降をしてください。

◆濡れた場所や氷雪壁で使用する場合はドライ加工されたロープを使用し
てください。濡れたロープは伸びが大きくなるうえに強度も低下してし
まいます。

ロープの寿命の目安
ロープの寿命を知る確かな方法はありませんが、通常の使用と適切な手

入れを続けた場合の寿命の目安は下記の通りです。
◆使用頻度が低い場合(休日のみなど)：2年
◆通常の使用(週末と休日)：1～2年
◆使用頻度が高い場合(ガイド、フルタイムクライマーなど)：3ヶ月～1年

ロープを廃棄するとき
ロープはクライマーの命綱ですので、疑わしい場合は迷わず使用を中止

し、廃棄してください。激しい墜落をしたり外被がひどく傷んだ場合は使
用を止めてください。ロープに限らずクライミングギアを廃棄する場合は、
再使用されないように切断するなどしてください。

クライミングギアの譲渡は危険です。
中古のロープを譲ったり譲り受けたりして使用することは避けてくださ

い。道具を信頼して使うためには、あなたはその道具がどのような使われ
方をしたのかという使用履歴を知っておく必要があります。使用履歴のわ
からない道具は信頼性に欠け、大変危険です。酸や紫外線による劣化は目
に見える症状が顕れません。

使用上の注意
・岩の割れ目に食い込ませたり、鋭い岩角等にかけないでください。
・靴やアイゼンで踏んだり岩の上を引きずらないでください。
・キンクしたまま使用しないでください。
・確保の際は制動確保を行ってください。
・巻くときはよじれないように巻き、持ち歩くときは必ずロープ袋の中に
入れてください。

・火気に近づけないでください。
・使用後は風通しのよい所で陰干しにして十分乾燥させ、冷暗所で保管し
てください。

・使用後はロープの損傷の有無を確認してください。
・製品寿命を超えたロープ、１度でも大きな衝撃を受けたロープは、外観
に損傷の有無が無くても使用しないでください。

・ご自分のロープの使用履歴(いつ購入したか、どのような使い方をした
か)を把握し、廃棄時期の参考にしてください。

・このロープは登山(山岳救助活動含む)、ロッククライミング、アイスク
ライミング以外の目的には使用しないでください。その他の目的(レン
ジャー部隊の訓練、風水害の救助活動、高所作業等)で使用した場合、SG
マーク補償制度の対象外となります。


